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〈
企
画
展
「
小
吉 

勝
海
舟
を
育
ん
だ
父
」 

プ
レ
イ
バ
ッ
ク
④
〉 

収
蔵
資
料
に
見
る
勝
小
吉
（
夢
酔
）
の
生
涯 

～
市
井
に
分
け
入
る
～ 

星
川 

礼
応  

１ 

就
職
活
動
の
挫
折 

 

前
回
は
、
奔
放
な
青
年
時
代
を
過
ご
し
た
小
吉
が
、
反
省
の
末
に
就
職
活
動
に
打
ち
込
ん
で
い
っ
た
経

緯
を
資
料
か
ら
辿
っ
た
。「
暴
れ
者
」
と
し
て
の
振
る
舞
い
の
裏
で
は
、
家
族
に
対
す
る
情
愛
と
責
任
、
そ

し
て
自
分
自
身
に
対
す
る
無
力
感
や
、
親
兄
弟
に
対
す
る
劣
等
感
が
複
雑
に
交
差
し
て
い
た
。 

 

葛
藤
を
経
て
、
小
吉
は
御
番
入
（
幕
府
の
役
職
に
就
く
こ
と
）
を
目
標
に
就
職
活
動
に
奮
闘
。
こ
の

間
、
兄
・
男
谷
彦
四
郎
の
意
向
も
あ
っ
て
か
、
つ
い
に
本
所
亀
沢
町
の
男
谷
本
家
か
ら
自
立
し
、
本
所 

割
下
水
（
天
野
左
京
の
貸
地
）
に
初
め
て
の
新
居
を
構
え
て
い
る
。
し
か
し
、
努
力
が
実
を
結
ぶ
こ
と
は

つ
い
に
な
か
っ
た
。
特
に
、
２
６
歳
の
時
（
文
政
１
０
・
１
８
２
７
年
）
の
父
・
平
蔵
の
死
は
小
吉
を
深

く
落
胆
さ
せ
、
無
気
力
と
な
っ
た
小
吉
は
就
職
活
動
を
投
げ
出
し
て
し
ま
う
。 

役
料
（
＝
役
職
手
当
）
を
得
て
家
族
を
養
う
途
を
諦
め
た
小
吉
は
、
次
第
に
道
具
市
で
の
刀
剣
・
小
間

物
の
取
引
を
生
業
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
不
安
定
な
収
益
と
、
元
来
勝
家
が
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ

て
い
た
４
１
俵
余
と
い
う
僅
か
な
俸
禄
に
よ
っ
て
家
族
を
養
い
、
ま
た
、
旗
本
と
し
て
小
普
請
金
（
幕
府

が
小
普
請
組
の
旗
本
・
御
家
人
に
課
し
た
金
）
を
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
奔
放
な

友
達
付
き
合
い
や
刹
那
的
な
生
活
態
度
は
そ
う
簡
単
に
は
改
ま
ら
ず
、
借
金
苦
に
陥
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
あ
っ
た
と
い
う
。 

こ
う
し
た
苦
し
い
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
小
吉
は
下
谷
・
本
所
・
浅
草
に
暮
ら
す
町
人
や
旗
本
の
面
倒

を
し
ば
し
ば
引
き
受
け
て
い
る(

１)

。
そ
の
内
容
は
、 

◆
大
家
・
天
野
左
京
の
死
後
、
天
野
家
中
に
起
っ
た
揉
め
事
の
仲
裁 

◆
猿
江
の
摩
利
支
天
祠
（
日
先
神
社
、
現
・
江
東
区
猿
江
）
の
神
職
・
吉
田
兵
庫(

２)

の
催
事
手
伝
い 

◆
山
口
鉄
五
郎
（
天
野
家
の
土
地
か
ら
引
っ
越
し
た
小
吉
の
転
居
先
の
大
家
）
の
依
頼
に
よ
る
滞
納 

地
代
・
家
賃
の
取
立
て 

◆
殿
村
南
平
（
両
部
神
道
の
道
士
）
か
ら
学
ん
だ
加
持
祈
祷
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
生
霊
払
い 

ご
ば
ん
い
り 

お
た
に 

ひ
こ
し
ろ
う 

か
め
ざ
わ
ち
ょ
う 

 

わ
り
げ
す
い 

あ
ま
の
さ
き
ょ
う 

や
く
り
ょ
う 

な
り
わ
い 

こ
ぶ
し
ん
き
ん 

せ
つ
な 

し
た
や 

さ
る
え 

ま 

り 

し 

て 

ん 

し 

ひ
の
さ
き
じ
ん
じ
ゃ 

と
の
む
ら
な
ん
ぺ
い 

り
ょ
う
ぶ
し
ん
と
う 

か
じ 

き
と
う 
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◆
公
儀
御
用
を
希
望
す
る
者
の
、
幕
府
関
係
者
（
実
家
・
男
谷
家
の
縁
者
で
あ
る
長
崎
奉
行
・
牧
野 

成
文
、
小
吉
の
従
姉
で
大
奥
勤
め
の
瀬
山
、
小
吉
と
何
ら
か
の
縁
が
あ
っ
た
久
世
広
正
）
へ
の
仲
介 

な
ど
、
実
に
様
々
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
小
吉
は
よ
り
深
く
市
井
の
中
に
分
け
入
っ
て
い
っ
た
。 

し
か
し
、
そ
ん
な
実
弟
の
様
子
は
、
旗
本
と
し
て
の
矜
持
を
重
ん
じ
る
兄
・
彦
四
郎
の
苦
悩
を
一
層
深

め
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
天
保
８
（
１
８
３
７
）
年
、
と
あ
る
出
来
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
小
吉
は

彦
四
郎
に
よ
っ
て
隠
居
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

第
４
回
目
で
あ
る
今
回
は
、
こ
の
時
期
の
小
吉
の
様
子
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

２ 

小
吉
と
長
兄
・
次
兄
と
の
対
立
、
そ
し
て
隠
居
へ 

 

天
保
８
年
正
月
、
小
吉
は
身
内
の
殺
人
事
件
に
遭
遇
し
た
。『
夢
酔
独
言
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。 

          

〝
正
月
の
夜
、「
兄
の
惣
領
（
＝
嫡
男
、
惣
領
息
子
）
忠
蔵
」
が
何
者
か
に
襲
撃
さ
れ
た
。
事
件
を
知
っ
た

小
吉
は
現
場
に
急
行
し
た
が
、
忠
蔵
は
間
も
な
く
事
切
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
小
吉
は
親
類
た
ち
に
頼

ま
れ
、
事
件
現
場
と
な
っ
た
家
に
泊
ま
り
、
正
月
２
５
日
の
検
死
や
、
そ
の
後
の
評
定
所
に
よ
る
取
調
に

も
対
応
し
た
〟
。
要
約
す
る
と
以
上
の
よ
う
に
な
る
。 

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
直
接
関
係
し
て
い
る
資
料
が
収
蔵
資
料
の
中
か
ら
見
出
さ
れ
た
。
次
に
紹
介
す

る
資
料
は
、
小
吉
（
左
衛
門
太
郎
、
惟
寅
）
が
忠
蔵
殺
害
事
件
の
状
況
報
告
の
た
め
、
小
普
請
支
配
・
組

〔
参
考
１
〕『
夢
酔
独
言
』（
抄
出
） 

〈
前
略
〉
正
月
七
日
御
用
始
の
夜
に
、
何
者
共
知
ら
ず
ろ
ふ
ぜ
き
（
＝
狼
藉
）
者
が
は
ゐ
っ
て
、
兄
の

惣
領
忠
蔵
を
切
殺
し
た
が
、
其
時
早
速
に
使
を
よ
こ
し
た
故
、
飛
ん
で
い
っ
た
が
、
最
早
事
が
き
れ

た
。
翌
日
、
心
当
り
が
有
た
か
ら
、
小
石
川
へ
い
っ
た
が
、
立
退
た
と
見
へ
て
知
れ
ぬ
か
ら
帰
た
、 

其
内
、
大
兄
并
近
親
共
が
来
て
相
談
し
て
、
お
れ
に
「
当
分
林
町
に
い
て
く
れ
ろ
」
と
い
ふ
か
ら
、 

毎
晩
毎
晩
泊
て
い
た
、
昼
は
用
が
有
か
ら
内
へ
帰
っ
て
い
て
、
其
月
の
廿
五
日
に
検
死
が
き
て
、 

廿
九
日
に
は
忠
蔵
の
妻
と
兄
が
妻
と
、
忠
蔵
の
惣
領
肫
太
郎
を
評
定
所
へ
呼
出
し
に
な
っ
て
、
お
れ
と

黒
部
篤
三
郎
と
い
ふ
兄
が
三
男
が
同
道
人
に
な
っ
て
出
た
が
、
夫
か
ら
其
事
で
二
度
位
づ
ゝ
評
定
所
へ

出
た
。〈
後
略
〉 

な
り
ふ
み 

せ
や
ま 

く
ぜ 

ひ
ろ
ま
さ 

き
ょ
う
じ 

さ
え
も
ん
た
ろ
う 

 
 
 

こ
れ
と
ら 

ち
ゅ
う
ぞ
う 
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頭
に
１
通
ず
つ
提
出
し
た
覚
書
の
控
で
あ
る
。 

 

〔
資
料
５
〕
天
保
８
（
１
８
３
７
）
年
正
月
２
５
日
付
〈
小
普
請
支
配
・
組
頭
宛
〉
勝
小
吉
覚
書
控 
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こ
こ
か
ら
復
元
さ
れ
る
事
件
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

正
月
２
５
日
の
夜
五
ッ
時
（
現
在
の
２
０
時
）
過
、
正
体
不
明
の
襲
撃
者
が
抜
刀
を
引
っ
提
げ
て
松
坂
（
松

阪
）
三
郎
左
衛
門
（
小
吉
の
兄
）
の
自
宅
に
侵
入
し
、
そ
の
嫡
子
・
忠
蔵
（
小
吉
の
甥
）
と
、
忠
蔵
の
娘
、

三
郎
左
衛
門
の
妻
の
３
人
を
斬
っ
て
逃
走
し
た
。
忠
蔵
は
傷
が
深
か
っ
た
た
め
、
翌
２
６
日
の
早
朝
七
ッ
時

（
現
在
の
４
時
）
に
絶
命
し
、
そ
の
他
２
人
は
傷
が
浅
く
命
に
別
条
無
か
っ
た
、
と
い
う
。 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
資
料
だ
け
あ
っ
て
、
『
夢
酔
独
言
』
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
事
件
の
詳
細
を
鮮
明

に
把
握
出
来
る
。
と
同
時
に
、
小
吉
が
『
夢
酔
独
言
』
執
筆
時
に
誤
っ
て
記
憶
し
て
い
た
部
分
も
明
ら
か
と

な
る
。
そ
れ
が
、
事
件
発
生
の
日
付
で
あ
る
。
『
夢
酔
独
言
』
で
は
正
月
７
日
の
「
御
用
始
の
夜
」
と
し
て

端
裏
書 

御
支
配
江
一
通
、
御
組
頭
江
一
通
、
拙
者
ニ
而
御
差
出
候
事 

 
 

上
包 

 

 

実
方
甥
松
阪
忠
蔵
、
手
疵
負
相
果
候
御
届
書 

 
 

勝
左
衛
門
太
郎 

本
文 

覚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
代
官 

実
父
方 

 
 
 
 
 
 
 
 

私
兄
松
阪
三
郎
左
衛
門
実
子
惣
領 

一
、
甥 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
坂 

忠
蔵 

 

私
兄
松
阪
三
郎
左
衛
門
宅
江
、
昨
廿
五
日
夜
五
時
過
、 

何
者
共
不
相
知
抜
刃
を
持
立
入
、
右
忠
蔵 

并
同
人
娘
、
三
郎
左
衛
門
妻
、
都
合
三
人
江
手
疵 

為
負
逃
去
候
処
、
忠
蔵
儀
、
疵
所
深
手
ニ
而
、 

療
養
不
相
叶
、
今
暁
七
時
過
相
果
申
候
、 

依
之
此
段
御
届
申
上
候
、
尤
外
両
人
者
薄
手
ニ
而
、 

別
条
無
御
座
候
、
以
上
、 

  
 
 

酉
正
月
廿
六
日 

 
 
 
 

勝
左
衛
門
太
郎 

さ
ぶ
ろ
う
さ
え
も
ん 
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い
る
が
、
実
際
に
は
２
５
日
の
夜
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。『
夢
酔
独
言
』
だ
と
、
こ
の
日
は
検
死
が
来

た
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
な
る
ほ
ど
、
７
日
に
起
き
た
殺
人
事
件
の
検
死
が
２
週
間
余
り
後
の
２
５
日
と
い

う
の
は
遅
す
ぎ
る
。
実
際
に
は
、
２
５
日
に
事
件
発
生
、
同
日
以
降
に
検
死
が
行
わ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。 

 

次
に
、
事
件
の
被
害
者
と
な
っ
た
松
坂
家
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。 

〔
参
考
２
〕
男
谷
家
略
系
図 

 

右
の
略
系
図
に
示
す
通
り
、
小
吉
に
は
複
数
兄
弟
が
い
た
。
そ
の
次
兄
が
松
坂
三
郎
左
衛
門
（
則
方
）

(

３)

で
あ
る
。
事
件
当
時
、
三
郎
左
衛
門
は
越
後
国
水
原
に
代
官
と
し
て
赴
任
中
で
あ
り
（
後
述
）
、
現
場

に
い
な
か
っ
た
こ
と
で
難
を
逃
れ
て
い
る
。
小
吉
が
「
大
兄
」（
長
兄
・
彦
四
郎
）
ら
親
類
た
ち
か
ら
松
坂

宅
の
こ
と
を
委
ね
ら
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

こ
こ
で
、
一
つ
訂
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
展
示
の
際
、
松
坂
宅
の
所
在
地
を
「
小
石
川
林
町
」

と
表
記
し
た
。
東
洋
文
庫
版
『
夢
酔
独
言
』
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
「
男
谷
家
略
系
図
」
の
三
郎
左
衛
門

の
項
に
「
小
石
川
林
町
」
と
付
記
し
て
あ
る(

４)

こ
と
に
依
拠
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
っ
た
。 

『
夢
酔
独
言
』
で
、
小
吉
は
三
郎
左
衛
門
を
「
林
町
の
兄
」
や
「
林
町
の
松
坂
三
郎
右(

ﾏﾏ)

衛
門
」
と

の
り
ま
さ 

す
い
ば
ら た

い
け
い 
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表
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
吉
が
事
件
翌
日
に
赴
い
た
小
石
川
に
「
林
町
」
と
い
う
町
名
が
実
在
し

た
。
東
洋
文
庫
版
『
夢
酔
独
言
』
所
収
の
系
図
で
〝
松
坂
宅
が
「
小
石
川
林
町
」
に
あ
っ
た
〟
と
さ
れ
た

理
由
は
、
お
そ
ら
く
、
小
吉
が
赴
い
た
「
小
石
川
」
と
三
郎
左
衛
門
宅
が
あ
っ
た
「
林
町
」
と
が
同
一
視

さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
、 

 

と
い
う
文
章
（〔
参
考
１
〕
の
傍
線
部
分
）
の
解
釈
が
不
自
然
に
な
る
。 

ま
ず
、「
心
当
り
が
有
た
」
と
は
「
事
件
の
犯
人
に
心
当
た
り
が
あ
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、

「
小
石
川
」
を
松
坂
宅
と
す
る
と
、
小
吉
は
犯
人
の
手
掛
か
り
を
求
め
て
事
件
現
場
に
戻
っ
た
こ
と
に
な

る
。
そ
の
後
、
小
吉
は
「
立
退
た
と
見
へ
て
知
れ
ぬ
か
ら
帰
た
」
と
あ
る
が
、
犯
人
が
既
に
事
件
現
場
を

立
ち
去
っ
て
い
る
の
は
当
然
な
の
で
、「
立
退
た
」
の
主
語
は
松
坂
一
家
と
す
る
他
無
い
。
し
か
し
、
事
件

翌
日
に
松
坂
家
が
自
宅
を
退
去
す
る
と
い
う
状
況
は
考
え
難
く
、
さ
ら
に
、
小
吉
が
「
知
れ
ぬ
か
ら
帰

た
」
と
い
う
部
分
の
意
味
も
釈
然
と
し
な
い
。
敢
え
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
小
吉
は
「
松
坂
一
家
の
行
方

が
知
れ
な
い
か
ら
帰
宅
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。 

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
三
郎
左
衛
門
宅
を
小
石
川
で
は
な
く
本
所
と
す
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
る
。 

〔
参
考
３
〕
本
所
深
川
絵
図
（
抄
出
） 

(

５) 

 

右
は
、「
江
戸
切
絵
図
」
の
内
「
本
所
林
町
」
一
帯
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
吉
や
男
谷

家
の
居
住
地
で
あ
っ
た
本
所
に
も
「
林
町
」
が
存
在
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
一
部
を
拡
大
す
る
と
、 

翌
日
、
心
当
り
が
有
た
か
ら
、
小
石
川
へ
い
っ
た
が
、
立
退
た
と
見
へ
て
知
れ
ぬ
か
ら
帰
た
、 

え 

ど 

き
り 

え 

ず 
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林
町
三
丁
目
の
一
画
（
赤
枠
の
中
）
に
「
松
坂
三
郎
左
衛
門
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
、
三
郎
左
衛
門
宅
は
「
小
石
川
林
町
」
で
は
な
く
「
本
所
林
町
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る(

６)

。
こ
れ
に
よ
り
、
小
吉
が
小
石
川
に
行
っ
た
く
だ
り
は
、 

〝
事
件
翌
日
、
忠
蔵
を
殺
し
た
犯
人
に
心
当
た
り
が
あ
っ
た
か
ら
、
犯
人
の
居
場
所
と
推
測
さ
れ
た 

小
石
川
に
赴
い
た
が
、
既
に
容
疑
者
は
立
ち
退
い
た
よ
う
で
行
方
が
知
れ
な
い
た
め
、
帰
宅
し
た
〟 

と
無
理
な
く
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
忠
蔵
殺
害
事
件
の
取
り
調
べ
に
関
す
る
関
連
資
料
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
藤
川
整
斎(

７)

著

『
天
保
雑
記
』(

８)

の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
つ
い
で
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

こ
の
資
料
は
天
保
８
年
２
月
１
６
日
付
の
評
定
所
に
よ
る
調
書
の
写
し
で
あ
る
。
末
尾
の
事
書
を
見
る

と
、
神
尾
豊
後
守
・
大
草
能
登
守
・
池
田
修
理
が
立
合
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

資
料
冒
頭
に
、 

 

と
記
し
て
あ
り
、
こ
れ
は
『
夢
酔
独
言
』
に
見
え
る
１
月
２
９
日
の
取
調
に
出
頭
し
た
面
々
と
同
一
で
あ

る
（〔
参
考
１
〕
参
照
）
。
こ
こ
か
ら
、
新
た
に
三
郎
左
衛
門
の
妻
と
忠
蔵
の
妻
の
名
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
が
、
そ
れ
以
上
に
興
味
深
い
の
は
、
忠
蔵
の
遺
児
・
肫
太
郎
の
名
が
記
さ
れ
た
直
後
に 

一
、
返
尋
之
上
相
返
ス 

御
代
官
松
坂
三
郎
左
衛
門
妻 

ち
を 

酉
五
十
六
才
、 

病
気
ニ
付
不
罷
出 

右
三
郎
左
衛
門
惣
領
忠
蔵
死

妻 

か
ら
、 

尋
之
上
相
返
ス 

 

右
忠
蔵
死

惣
領 

肫
太
郎
、 

 

ふ
じ
か
わ
せ
い
さ
い 

て
ん
ぽ
う
ざ
っ
き 

か
み
お
ぶ
ん
ご
の
か
み 

お
お
く
さ
の
と
の
か
み 

い
け
だ
し
ゅ
り 

じ
ゅ
ん
た
ろ
う 
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と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
取
調
後
、
牢
の
中
に
送
り
戻
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
傍
線
部
）
か
ら
、

お
そ
ら
く
、
こ
の
田
村
嘉
蔵
な
る
人
物
が
忠
蔵
殺
害
の
下
手
人
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
容
疑
者
と
見
ら
れ

る
。
小
吉
が
容
疑
者
と
疑
っ
た
〝
小
石
川
と
所
縁
の
あ
る
人
物
〟
と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
三
郎
左
衛
門

の
元
家
来
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
小
吉
と
も
面
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
『
夢
酔
独
言
』
か
ら
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
事
件
の
顛
末
が
窺
わ
れ
興
味
深
い
。 

 

な
お
、
こ
の
資
料
に
は
、
小
吉
や
『
夢
酔
独
言
』
に
登
場
す
る
「
兄
の
三
男
」
黒
部
篤
三
郎
の
名
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
取
調
を
受
け
た
本
所
・
深
川
界
隈
の
人
々
が
確
認
さ
れ
る(

９)

。
中
に

は
本
所
林
町
の
人
名
も
見
え
、
松
坂
家
が
同
地
に
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
も
さ
れ
よ
う
。 

 

話
を
戻
そ
う
。
事
件
後
、
小
吉
は
本
所
林
町
の
次
兄
・
三
郎
左
衛
門
の
留
守
宅
を
預
か
っ
た
わ
け
だ

が
、
実
は
こ
の
次
兄
は
、
小
吉
に
と
っ
て
先
に
も
後
に
も
因
縁
深
い
相
手
で
あ
っ
た
。 

『
夢
酔
独
言
』
に
よ
る
と
、
事
件
の
約
１
０
年
前
、
当
時
２
０
代
だ
っ
た
小
吉
は
、
三
郎
左
衛
門
に
金

８
両
を
貸
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
三
郎
左
衛
門
が
返
済
し
な
か
っ
た
た
め
、
本
所
亀
沢
町
の
男
谷
邸
で

出
く
わ
し
た
際
に
大
喧
嘩
を
し
、
以
来
絶
交
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
が
、
小
吉
と

三
郎
左
衛
門
と
の
因
縁
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
、
約
１
０
年
振
り
に
三
郎
左
衛
門
の
方
か
ら
小
吉
に
連
絡
が
来
る
。
兄
嫁
（
彦
四
郎
の
妻
）
の

勧
め
も
あ
り
、
小
吉
は
久
々
に
次
兄
と
面
会
し
て
、
両
者
は
仲
直
り
を
し
た
。
そ
の
後
、
三
郎
左
衛
門
は

幕
府
か
ら
越
後
国
蒲
原
郡
水
原
（
現
・
新
潟
県
阿
賀
野
市
）
の
代
官
に
任
じ
ら
れ
る
。
因
み
に
、
こ
の
役

職
は
、
か
つ
て
長
兄
・
彦
四
郎
も
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
小
吉
も
１
８
歳
の
時
（
文
政
２
年
）
に
長
兄
の

供
と
し
て
現
地
に
赴
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
三
郎
左
衛
門
は
小
吉
に
そ
の
時
の
現
地
の
様
子

や
勤
務
内
容
に
つ
い
て
話
を
訊
き
、
小
吉
も
次
兄
に
当
時
の
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
郎
左
衛

門
が
現
地
に
赴
任
し
て
い
る
間
は
、
忠
蔵
殺
害
事
件
の
処
理
（
前
述
）
や
、
留
守
宅
の
経
理
な
ど
も
面
倒

を
見
て
や
り
、
次
兄
を
喜
ば
せ
た
。
こ
う
し
て
三
郎
左
衛
門
と
の
関
係
は
修
復
さ
れ
た
か
に
見
え
る
が
、

問
題
は
こ
の
後
で
あ
る
。 

 
尋
之
上
窂
内
江
差
返
ス 

右
三
郎
左
衛
門
元
家
来 

田
村
嘉
蔵 

た
む
ら 

か
ぞ
う 

げ
し
ゅ
に
ん 

く
ろ
べ 

と
く
さ
ぶ
ろ
う 

か
ん
ば
ら
ぐ
ん 
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三
郎
左
衛
門
に
は
忠
蔵
の
他
に
も
息
子
が
お
り
（〔
参
考
２
〕）
、
越
後
赴
任
前
の
三
郎
左
衛
門
は
３
男
・

正
之
助
の
こ
と
を
大
層
気
に
か
け
て
い
た
。
そ
こ
で
、
小
吉
は
正
之
助
を
越
後
に
帯
同
す
る
よ
う
三
郎
左

衛
門
に
意
見
す
る
。
さ
ら
に
は
、
正
之
助
に
対
し
て
も
赴
任
先
の
こ
と
を
色
々
教
え
て
や
っ
た
。
し
か
し

そ
の
際
、
小
吉
は
正
之
助
に
「
御
代
官
の
侍
は
支
配
（
所
）
へ
行
く
と
金
に
な
る
」
と
言
い
含
め
て
し
ま

う
。
そ
の
後
、
小
吉
は
現
地
に
い
る
正
之
助
に
対
し
、
検
見
（
＝
現
地
で
の
年
貢
高
の
査
定
）
中
の
心
得

に
つ
い
て
書
状
を
送
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
仇
と
な
っ
た
。
赴
任
先
で
正
之
助
が
う
っ
か
り
落
と
し
た
の

か
、
そ
の
書
状
を
三
郎
左
衛
門
が
偶
然
発
見
し
て
拾
い
、
江
戸
に
戻
っ
た
際
に
長
兄
・
彦
四
郎
に
見
せ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
書
状
に
ど
う
書
い
て
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
そ
の
内
容
を
見
た
彦
四
郎
は
、 

 

と
小
吉
を
叱
責
し
た
。
こ
の
様
子
か
ら
、
お
そ
ら
く
書
状
に
は
、
彦
四
郎
の
我
慢
な
ら
な
い
〝
小
吉
な
り

の
処
世
術
〟
が
書
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

し
か
し
、
小
吉
は
羅
紗
羽
織
を
着
て
ふ
て
ぶ
て
し
く
振
る
舞
っ
た
上
、
〝
正
之
助
に
書
状
を
送
っ
た
覚

え
は
な
い
〟
と
白
を
切
り
通
し
た
か
ら
始
末
が
悪
い
。
さ
ら
に
は
、
彦
四
郎
の
譴
責
に
対
し
小
吉
が
一
々

言
い
返
し
た
こ
と
が
火
に
油
を
注
ぐ
結
果
と
な
り
、
一
時
は
彦
四
郎
が
脇
差
に
手
を
か
け
る
事
態
に
及
ん

で
い
る
。
天
保
８
（
１
８
３
７
）
年
の
夏
、
小
吉
は
再
び
男
谷
本
家
に
呼
び
出
さ
れ
、
入
牢
さ
せ
ら
れ
そ

う
に
な
っ
た
。
〝
牢
の
中
で
死
ぬ
こ
と
も
辞
さ
ぬ
〟
と
意
地
を
張
り
続
け
る
小
吉
を
義
姉
（
彦
四
郎
の

妻
）
や
男
谷
精
一
郎
（
も
と
新
太
郎
、
彦
四
郎
の
養
子
）
が
諫
め
、
こ
の
時
は
何
と
か
事
無
き
を
得
た

が
、
彦
四
郎
と
小
吉
の
溝
が
埋
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

結
局
、
小
吉
は
兄
弟
和
解
の
た
め
に
奔
走
す
る
義
姉
を
安
心
さ
せ
る
た
め
、
翌
天
保
９
年
春
に
隠
居
を

決
意
す
る
。
当
時
、
小
吉
は
３
７
歳
。
息
子
・
麟
太
郎
（
の
ち
の
海
舟
）
は
１
６
歳
と
な
っ
て
い
た
。 

 

以
上
が
、
小
吉
隠
居
の
顛
末
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
小
吉
の
言
行
に
問
題
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が

表
沙
汰
に
な
っ
た
直
接
的
要
因
は
、
次
兄
・
三
郎
左
衛
門
が
小
吉
の
正
之
助
宛
書
状
を
彦
四
郎
に
見
せ
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
小
吉
は
次
兄
に
対
す
る
わ
だ
か
ま
り
を
募
ら
せ
る
こ
と
と
な
る
。
脇
差
に

手
を
か
け
た
彦
四
郎
と
対
峙
し
た
後
、
小
吉
は
三
郎
左
衛
門
に
直
接
文
句
を
言
い
に
松
坂
家
に
乗
り
込
ん

お
の
し
は
な
ぜ
に
正
之
助
へ
智
恵
を
か
つ
て
い
ろ
ゝ
ゝ
支
配
所
の
事
を
教
た
、
不
埒
の
男
だ
、 

其
上
に
羅
紗
羽
織
き
て
い
る
が
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
お
ご
り
お
る
、 
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だ
。「
全
く
貴
様
の
為
を
お
も
っ
て
大
兄
（
＝
彦
四
郎
）
へ
い
っ
た
」
と
主
張
す
る
三
郎
左
衛
門
に
対
し
、

小
吉
は
「
兄
弟
の
情
が
薄
」
い
と
非
難
し
、
さ
ら
に
（
正
之
助
書
状
を
飽
く
ま
で
「
偽
書
」
と
主
張
し
な

が
ら
）「
真
偽
を
知
ら
ぬ
兄
」
と
罵
倒
し
た
。
さ
ら
に
、
小
吉
を
斬
ろ
う
と
待
ち
構
え
る
三
郎
左
衛
門
の
息

子
達
に
対
し
て
は
〝
お
前
ら
が
今
の
よ
う
な
心
掛
け
で
い
た
ら
忠
蔵
は
殺
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
〟
と
嫌

味
を
言
い
放
ち
、
次
兄
宅
を
後
に
し
て
い
る
。 

三
郎
左
衛
門
は
こ
れ
を
根
に
持
ち
、
彦
四
郎
に
告
げ
口
し
て
小
吉
を
牢
に
入
れ
る
よ
う
差
し
向
け
た
ら

し
い
。
隠
居
後
、
正
之
助
を
買
収
し
て
こ
の
こ
と
を
聞
き
出
し
た
小
吉
が
黙
っ
て
い
る
は
ず
も
な
か
っ

た
。
小
吉
は
親
族
の
竹
内
平
右
衛
門
と
諏
訪
部
龍
蔵
と
い
う
男
を
言
い
く
る
め
、
三
郎
左
衛
門
の
名
義
で

借
金
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
次
兄
の
借
金
を
膨
ら
ま
せ
、
仕
返
し
を
果
た
し
た
の
だ
っ
た
。
以
上

が
、
三
郎
左
衛
門
が
小
吉
の
因
縁
の
相
手
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。 

 

３ 

隠
居
後
の
小
吉
と
岡
野
家 

～
大
川
丈
助
一
件
～ 

 

さ
て
、
隠
居
後
の
小
吉
は
、
勝
家
当
主
と
し
て
の
責
務
か
ら
遁
れ
た
こ
と
で
、
以
前
に
も
増
し
て
自
由

に
身
動
き
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
夢
酔
独
言
』
に
は
、 

 

と
あ
る
。
小
吉
が
他
人
の
面
倒
を
見
て
、
そ
の
手
間
賃
を
生
活
の
足
し
に
し
て
い
た
様
子
が
分
か
る
。
と

り
わ
け
、
「
む
こ
く
（
＝
無
極
）」
と
い
う
文
言
は
、
そ
の
手
広
さ
を
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。 

と
は
い
え
、
手
助
け
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
必
ず
し
も
身
一
つ
で
出
来
る
こ
と
ば
か
り
と
は
限
ら
な

い
。
準
備
に
手
間
や
金
が
か
か
る
依
頼
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
小
吉
が
手
間
賃
で
稼
い
で
も

な
お
金
欠
だ
っ
た
の
は
、
そ
の
奔
放
な
生
活
ぶ
り
に
加
え
、
方
々
で
世
話
を
焼
い
た
こ
と
で
生
じ
た
赤
字

に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

武
家
社
会
で
は
成
功
し
な
か
っ
た
小
吉
だ
が
、
こ
う
し
た
人
付
き
合
い
の
積
み
重
ね
と
繰
り
返
し
に
よ

り
、
本
所
・
浅
草
界
隈
の
〝
顔
役
〟
と
し
て
市
井
の
中
へ
と
分
け
入
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
小

吉
と
武
家
社
会
と
の
断
絶
を
意
味
し
な
い
。
江
戸
市
中
に
は
町
屋
敷
を
有
す
る
下
級
旗
本
が
ひ
し
め
い
て

〈
前
略
〉
む
こ
く
に
世
の
中
を
か
け
廻
り
て
、
い
ろ
ゝ
ゝ
の
世
話
を
し
て
、
か
ね
を
取
っ
て 

小
遣
に
し
た
が
、
ま
だ
た
り
な
か
っ
た
故
〈
後
略
〉 

た
け
う
ち 

へ
い
え
も
ん 

す
わ
べ 
た
つ
ぞ
う 
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お
り
、
そ
の
中
に
も
小
吉
の
〝
顧
客
〟
は
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
も
う
１
点
、
資
料
を
紹
介
し
た
い
。 

〔
資
料
６
〕（
天
保
９
年
ヵ 

月
日
不
詳
）
勝
小
吉
（
物
部
惟
寅
）
為
衆
奉
納
願
文
控 

 

為
衆
奉
納
願
文 

 

奉
告
天
帝
地
神
而
言
、
夫
人
輪
示 

有
仁
有
不
仁
歟
、
爰
に
倉
橋
之
賊 

有
而
、
以
人
情
の
誠
於
妨
而
、
君
臣 

之
間
に
為
有
災
、
微
臣
倩
覚 

に
天
示
日
月
星
神
有
、
地
に
諸
神 

諸
佛
有
り
、
爰
に
武
相
之
直
民
等 

為
初
主
遠
堺
去
古
稀
之
壱
人
捨 

妻
子
見
才
之
愛
放
而
印
立
、 

支
骨
励
而
雖
盡
苦
心
精
忠
、
天
時 

未
至
歟
、
倉
賊
為
覆
之
衆
土 

大
悲
、
愚
臣
雖
鈍
愚
自
傍
豈 

見
居
認
哉
、
衆
子
に
代
而
諸
神
に 

誓
言
ス
、
若
神
明
佛
陀
之
有
妙
助
、 

早
神
佛
之
威
霊
下
而
倉
賊
伐
而 

以
衆
土
悲
助
ヨ
、
衆
心
宜
敷
水
泡 

と
成
事
於
哀
、
速
に
天
鬼
下
而 

令
過
罪
給
と
、
微
臣
絶
塩
而
以
陀 

良
尼
の
妙
典
於
抽
丹
誠
読
誦 

供
養
奉
成
、
又
是
衆
有
誠
之
意
江 

諸
神
諸
佛
哀
愍
納
受
願
成
就 

令
成
給
と
上
敬
白
ス
、 

  

于
時
今
月
今
平
安
日 

  
 
 
 
 
 
 

微
臣 

 
 
 
 
 
 
 
 

物
部
惟
寅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敬
白 

 

奉 

 

神
霊 

 

佛
陀 
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〔
参
考
２
〕『
夢
酔
独
言
』（
抄
出
） 

〈
前
略
〉
地
主
の
孫
一
郎
が
身
上
が
だ
ん
ゝ
ゝ
わ
る
く
な
っ
た
、
其
訳
は
、
お
れ
が
奥
方
を
世
話
を 

し
て
貰
た
時
は
、
知
行
所
へ
談
し
て
百
姓
の
ま
か
な
い
に
し
た
故
、
何
も
こ
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、
お
ひ
ゝ
ゝ
当
主
が
酒
を
は
じ
め
て
、
だ
ん
ゝ
ゝ
と
取
締
も
み
だ
ら
に
な
っ
て
、
奥
へ
町
人
が
直
に

は
ゐ
り
、
酒
の
相
手
を
す
る
よ
ふ
に
な
り
、
伯
父
の
仙
之
助
が
い
ろ
ゝ
ゝ
当
主
を
だ
ま
し
て
、
品
を
も

た
ひ
が
ひ
（
＝
大
概
）
借
り
て
遊
び
に
か
け
る
し
、
親
類
の
倉
端
が
悪
法
を
し
て
借
り
倒
す
し
、
仕
舞

に
は
近
所
の
米
屋
の
娘
を
よ
び
こ
ん
で
、
毎
晩
乱
酒
す
る
か
ら
、
た
ち
ま
ち
元
の
通
り
に
な
っ
て
き
た

故
、
仙
之
助
が
す
ゝ
め
て
大
川
丈
助
と
い
ふ
ま
か
な
ゐ
用
人
を
入
れ
た
、 

知
行
所
の
も
の
は
不
承
知
故
に
、
お
れ
に
頼
で
留
め
て
く
れ
ろ
と
い
ふ
し
、
し
う
と
の
権
之
助
も
頼
か

ら
、
い
ろ
ゝ
ゝ
と
異
見
を
し
た
ら
、
あ
げ
く
の
は
て
は
お
れ
を
地
立
を
し
よ
ふ
と
し
た
か
ら
、 

け
ん
く
わ
（
＝
喧
嘩
）
を
し
て
や
っ
て
、
あ
や
ま
ら
し
て
済
し
て
た
が
、〈
後
略
〉 

右
は
、
小
吉
が
神
仏
に
対
し
祈
り
を
捧
げ
た
願
文
の
控
で
あ
る
。
年
月
日
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
見

す
る
と
い
つ
の
文
書
か
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
前
半
部
分
に
「
爰
に
倉
橋
之
賊
有
而
、
以
人
情
の
誠

於
妨
而
、
君
臣
之
間
に
為
有
災
（
こ
こ
に
倉
橋
と
い
う
悪
人
が
あ
り
、
人
情
の
誠
を
妨
げ
、
君
臣
の
間
に
災

い
を
為
し
て
い
る
）」、
後
半
部
分
に
「
早
神
佛
之
威
霊
下
而
、
倉
賊
伐
而
、
以
衆
土
悲
助
ヨ
（
早
く
神
仏

の
霊
威
を
悪
人
倉
橋
に
下
し
て
討
伐
し
、
慈
悲
を
以
て
人
々
を
助
け
よ
）」
と
い
う
文
が
あ
り
（〔
資
料
６
〕

傍
線
部
）
、
こ
こ
に
見
え
る
「
倉
橋
之
賊
」「
倉
賊
」
と
い
う
人
物
表
記
が
、
こ
の
文
書
の
位
置
づ
け
を
明

ら
か
に
す
る
鍵
と
な
る
。 

 

こ
こ
で
『
夢
酔
独
言
』
の
一
部
分
に
注
目
し
た
い
。 

            

こ
れ
は
「
大
川
丈
助
一
件
」
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
本
所
入
江
町
の
小
吉
宅
の
大
家
で
１
５
０
０
石
余
の
知
行
地
を
有
す
る
旗
本
・
岡
野
孫
一
郎
融
貞

(

１
０)

が
、
親
類
に
籠
絡
さ
れ
て
放
蕩
し
た
挙
句
、
岡
野
家
に
迎
え
ら
れ
た
賄
用
人
（
家
政
に
お
け
る
経
済

ブ
レ
ー
ン
）
大
川
丈
助
の
言
に
依
り
借
金
を
重
ね
、
首
が
回
ら
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
小
吉
が
助
け
る
、

と
い
う
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
冒
頭
に
出
て
く
る
「
地
主
の
孫
一
郎
」
は
、
こ
の
融
貞
そ
の
人
で
あ
る
。 

「
お
れ
が
奥
方
を
世
話
を
し
て
貰
た
時
」
云
々
に
つ
い
て
は
、
少
々
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
実
は
小
吉

い
り
え
ち
ょ
う 

と
を
さ
だ 

ま
か
な
い
よ
う
に
ん 

お
お
か
わ
じ
ょ
う
す
け 



 

13 

 

は
、
こ
れ
以
前
に
、
融
貞
の
父
で
岡
野
家
前
当
主
で
あ
る
孫
一
郎
融
政
（
法
名
・
江
雪
）
の
面
倒
を
見
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
融
政
も
放
蕩
癖
が
ひ
ど
く
、
遊
興
に
耽
っ
て
は
借
金
を
し
て
岡
野
家
の
財
政
を
破
綻
さ

せ
か
け
て
い
る
。
天
保
２
（
１
８
３
１
）
年
頃
、
当
時
既
に
岡
野
家
の
貸
家
に
住
ん
で
い
た
小
吉
は
、
融

政
の
生
母
や
岡
野
家
中
か
ら
の
要
請
で
、
小
普
請
支
配
・
長
井
五
右
衛
門
を
動
か
し
融
政
を
隠
居
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
。
同
時
に
、
当
時
１
４
歳
で
岡
野
家
の
家
督
を
継
い
だ
融
貞
を
後
見
し
、
家
政
の
立
て
直
し

を
助
け
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
融
政
は
隠
居
し
て
も
な
お
、
素
行
が
改
ま
る
ど
こ
ろ
か
岩
瀬
権
右
衛
門

と
い
う
賄
用
人
を
取
り
立
て
て
、
岡
野
家
の
金
を
意
の
ま
ま
に
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
企
み
は
、

融
政
の
妻
が
病
死
す
る
と
更
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
で
も
、
小
吉
が
岡
野
家
を
見
捨
て
る
こ
と
は

な
く
、
や
が
て
融
政
が
病
死
し
た
後
も
、
そ
の
息
子
・
融
貞
の
婚
姻
を
整
え
た
り
、
武
蔵
、
相
模
両
国
の

岡
野
家
知
行
所(

１
１)

か
ら
百
姓
を
呼
ん
で
岡
野
宅
を
修
繕
さ
せ
た
り
と
、
旗
本
岡
野
家
の
面
目
が
立
つ
よ

う
力
を
尽
く
し
て
い
る
。
「
お
れ
が
奥
方
を
世
話
を
し
て
貰
た
時
」
と
は
、
〝
融
貞
が
妻
を
迎
え
る
こ
と
に

つ
い
て
、
俺
（
＝
小
吉
）
か
ら
世
話
を
し
て
貰
っ
た
時
〟
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

次
い
で
、
融
貞
の
堕
落
が
記
さ
れ
て
い
る
。〔
資
料
２
〕
の
傍
線
部
に
は
、
彼
を
堕
落
に
導
き
、
岡
野
家

の
私
財
を
濫
用
し
た
親
類
の
名
が
見
え
る
。
一
人
は
融
貞
の
「
伯
父
の
仙
之
助
」、
も
う
一
人
は
「
親
類
の

倉
端
」
。
こ
の
「
倉
端
」
こ
そ
、〔
資
料
６
〕
に
見
え
る
「
倉
橋
之
賊
（
倉
賊
）」
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。 

仙
之
助
と
倉
橋
某
の
悪
巧
み
に
よ
っ
て
、
岡
野
家
の
経
済
は
再
び
傾
く
。
そ
こ
で
仙
之
助
が
賄
用
人
と

し
て
連
れ
て
き
た
の
が
大
川
丈
助
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
岡
野
家
知
行
所
の
百
姓
や
融
貞
の
舅
・
伊
藤 

権
之
助
は
こ
れ
に
反
対
し
て
、
小
吉
に
阻
止
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
い
る
。 

こ
こ
か
ら
、〔
資
料
６
〕
の
表
題
で
あ
る
「
為
衆
奉
納
願
文
」
の
「
衆
」
と
は
、
岡
野
家
知
行
所
の
百
姓

や
家
中
の
者
た
ち
を
指
し
、
本
文
中
の
「
君
臣
之
間
に
為
有
災
」
と
い
う
一
節
は
、
〝
倉
橋
ら
親
類
の
悪

企
み
に
よ
っ
て
、
融
貞
（
君
）
と
岡
野
家
知
行
所
の
農
民
た
ち
（
臣
）
と
の
間
に
不
和
が
生
じ
て
い
る
〟

状
況
を
示
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
〔
資
料
６
〕
は
、
岡
野
家
中
に
頼
ま
れ
た
小
吉
が
、
融
貞
の

親
類
・
倉
橋
某
を
排
斥
す
る
た
め
神
に
祈
っ
た
願
文
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

な
お
、
小
吉
は
天
保
１
０
年
７
月
に
有
髪
改
名
（
剃
髪
せ
ず
に
仏
門
に
入
る
こ
と
）
を
幕
府
に
申
請

し
、
同
年
１
０
月
１
７
日
付
で
脇
坂
中
務
少
輔
（
安
董
）
の
達
書
を
受
け
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
小
吉
は
、
元
服
以
来
の
俗
名
「
左
衛
門
太
郎
惟
寅
」
か
ら
、
法
名
「
夢
酔
」
に
公
称
を
改
め
た
と
い
う

と
を
ま
さ 

こ
う
せ
つ 

な
が
い 

ご
え
も
ん 

い
わ
せ 

ご
ん
え
も
ん 

ご
ん
の
す
け 

う
は
つ
か
い
め
い 

（
み
ょ
う
） 

わ
き
さ
か 

な
か
つ
か
さ
し
ょ
う
ゆ
う 

や
す
た
だ 
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が
、〔
資
料
６
〕
の
署
名
部
分
は
、
勝
氏
の
姓
で
あ
る
「
物
部
」
を
冠
し
て
「
微
臣 

物
部
惟
寅
」
を
称
し

て
い
る
。
よ
っ
て
、
融
貞
の
堕
落
と
大
川
の
賄
用
人
就
任
、
そ
し
て
本
願
文
が
書
か
れ
た
時
期
は
、
天
保

９
年
か
ら
、
遅
く
と
も
翌
年
夏
秋
に
お
け
る
小
吉
の
有
髪
改
名
ま
で
の
間
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。 

と
こ
ろ
で
、〔
資
料
６
〕
は
小
吉
の
信
心
深
い
側
面
を
示
し
て
い
る
資
料
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
『
夢

酔
独
言
』
に
は
、「
落
合
藤
い
な
り
」（
東
山
藤
稲
荷
神
社
、
現
・
東
京
都
新
宿
区
下
落
合
）
や
「
王
子
の

い
な
り
」（
王
子
稲
荷
神
社
、
現
・
東
京
都
北
区
岸
町
）、「
半
田
稲
荷
」（
現
・
東
京
都
葛
飾
区
東
金
町
）

や
「
妙
見
宮
」（
日
蓮
宗
能
勢
妙
見
山
別
院
、
現
・
東
京
都
墨
田
区
本
所
）
で
、
小
吉
が
「
百
日
行
」（
神

前
で
日
に
３
度
ず
つ
水
垢
離
を
し
て
食
を
少
な
く
す
る
生
活
を
１
０
０
日
以
上
行
う
こ
と
）
を
行
い
、
貧

窮
に
困
っ
た
時
な
ど
に
度
々
願
を
か
け
て
開
運
を
祈
願
し
て
い
た
様
子
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
保
２

（
１
８
３
１
）
年
に
９
歳
の
息
子
・
麟
太
郎
（
の
ち
の
海
舟
）
が
病
犬
に
咬
ま
れ
、
生
命
の
危
機
に
陥
っ

た
時
に
、
毎
晩
「
金
比
羅
」（
比
定
地
不
明
）
へ
裸
参
り
を
し
て
息
子
の
快
復
を
祈
っ
た
と
い
う
話
は
、
特

に
有
名
で
あ
ろ
う
。 

小
吉
と
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
『
夢
酔
独
言
』
か
ら
そ
の
端
緒
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
。
本
稿
の
冒
頭
で
、
就
職
活
動
に
挫
折
し
た
小
吉
が
他
人
の
世
話
を
焼
い
た
事
例
を
紹
介
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
触
れ
た
本
所
猿
江
摩
利
支
天
祠
の
神
主
・
吉
田
兵
庫
や
、
両
部
神
道
の
道
士
・
殿
村
南
平
と
の

出
会
い
が
そ
れ
で
あ
る
。
小
吉
は
吉
田
か
ら
学
ん
だ
神
道
の
知
識
や
、
殿
村
か
ら
修
得
し
た
加
持
祈
祷
な

ど
の
密
教
の
技
術
を
活
か
し
、
人
々
に
無
料
で
降
神
術
を
使
っ
た
占
い
で
あ
る
「
寄
加
持
」
を
施
し
た
り

し
た
（
こ
れ
に
よ
り
、
加
持
を
生
業
と
し
て
い
た
殿
村
は
小
吉
か
ら
仕
事
を
奪
わ
れ
る
形
と
な
り
、
両
者

の
関
係
は
壊
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
）。 

前
回
紹
介
し
た
小
吉
の
詫
状
案
（〔
資
料
２
〕）
か
ら
も
窺
わ
れ
た
通
り
、
小
吉
の
〝
暴
れ
者
〟
と
し
て

振
る
舞
い
の
裏
側
に
は
、
〝
武
家
社
会
不
適
合
者
〟
で
あ
る
自
分
自
身
へ
の
絶
望
と
無
力
感
が
潜
め
ら
れ

て
い
た
。
あ
る
い
は
こ
の
こ
と
が
、
小
吉
が
信
心
を
深
め
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
後
、
加
持
祈
祷
は
小
吉
に
と
っ
て
重
要
な
生
業
、
そ
し
て
〝
社
会
と
繋
が
る
手
段
〟
と
な
っ
て
い
く
の

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
晩
年
期
の
資
料
か
ら
顕
著
に
読
み
取
れ
る
が
、
そ
れ
は
次
回
以
降
に
譲
り
た
い
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、〔
資
料
６
〕
か
ら
は
、
神
仏
の
力
を
借
り
て
旗
本
岡
野
家
と
そ
の
領
民
の
救
済
の
た
め

に
尽
力
す
る
小
吉
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。 

か
ば
ね 

も
の
の
べ 

よ
せ
か
じ 

な
り
わ
い 
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そ
ん
な
小
吉
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、
当
の
融
貞
は
す
っ
か
り
仙
之
助
と
倉
橋
に
毒
さ
れ
た
の
か
、
小
吉

を
疎
ん
じ
て
「
地
立
」、
つ
ま
り
大
家
権
限
で
本
所
入
江
町
の
貸
家
か
ら
追
い
出
そ
う
と
し
た
。
こ
れ
に 

対
し
、
小
吉
は
融
貞
と
喧
嘩
し
て
何
と
か
追
い
出
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
が
、
こ
の
一
件
を
根
に
持
っ
て
し
ば

ら
く
は
岡
野
家
か
ら
距
離
を
置
き
、
静
観
を
決
め
込
ん
で
い
る
。 

こ
の
間
、
融
貞
は
弁
の
立
つ
大
川
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
借
金
を
重
ね
、
不
足
分
は
大
川
に
立
替
え
さ

せ
て
散
財
を
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
融
貞
は
天
保
１
０
年
秋
頃
に
大
川
か
ら
巨
額
の
立
替
金
を
要
求
さ

れ
、
到
底
返
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
見
る
や
、
大
川
を
ク
ビ
に
し
て
立
替
金
を
踏
み
倒
そ
う
と
し
た
。
し

か
し
、
大
川
は
妻
子
も
ろ
と
も
老
中
・
太
田
備
後
守
（
資
始
）
へ
の
駕
籠
訴
（
＝
貴
人
が
乗
る
駕
籠
へ
の

直
訴
）
を
繰
り
返
し
て
対
抗
す
る
。
訴
訟
に
も
明
る
い
キ
レ
者
だ
っ
た
大
川
は
、
岡
野
家
が
幕
府
か
ら 

自
分
た
ち
の
身
柄
預
り
と
そ
の
費
用
負
担
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
を
利
用
し
、
返
済
を
拒
む
岡
野
家
を
強
請

っ
た
の
で
あ
る
。 

度
重
な
る
大
川
一
家
の
身
柄
預
り
と
そ
の
費
用
負
担
で
、
八
方
塞
が
り
と
な
っ
た
融
貞
と
岡
野
家
中

は
、
結
局
小
吉
に
頭
を
下
げ
て
調
停
を
依
頼
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
初
め
小
吉
は
こ
の
頼
み
を
断
る
が
、

何
度
も
頭
を
下
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
息
子
・
麟
太
郎
の
剣
術
・
剛
術
（
柔
術
）
の
師
で
あ
る
友
人
・
島
田

虎
之
助
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
で
考
え
直
し
、「
岡
野
家
は
大
川
に
立
替
金
を
返
済
す
る
こ
と
」「
岡
野
家
は

一
切
手
出
し
せ
ず
小
吉
に
従
う
こ
と
」
な
ど
を
条
件
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

そ
の
後
、
小
吉
は
融
貞
が
大
川
に
返
済
す
る
大
金
を
工
面
さ
せ
る
た
め
、
岡
野
家
の
知
行
所
で
あ
る 

摂
津
国
御
願
塚
村
（
現
・
兵
庫
県
伊
丹
市
御
願
塚
）
に
赴
く
こ
と
に
決
め
た
。
同
地
は
木
綿
作
が
盛
ん

で
、
武
蔵
・
相
模
両
国
の
知
行
所
に
比
べ
て
裕
福
で
あ
っ
た
こ
と
が
小
吉
の
狙
い
だ
っ
た
と
い
う(

１
２)

。 

『
夢
酔
独
言
』
に
よ
る
と
、
小
吉
は
出
発
前
に
「
武
州
の
知
行
所
の
者
」
を
呼
び
出
し
、
岡
野
家
の 

１
２
月
分
の
賄
を
言
い
つ
け
て
い
る
。
そ
の
直
前
部
分
で
「
孫
一
郎
方
に
は
久
敷
丈
助
が
事
で
入
用
も 

懸
り
て
、
今
日
の
手
伝
に
も
差
支
、
飯
米
も
上
下
三
四
十
人
に
て
く
う
米
が
壱
舛
も
な
ゐ
（
岡
野
家
は 

長
ら
く
大
川
一
家
の
預
り
で
出
費
が
か
さ
み
、
今
日
の
労
役
す
ら
ま
ま
な
ら
ず
、
家
中
３
０
～
４
０
名
に 

食
わ
す
た
め
の
米
が
少
し
も
な
い
）」
と
岡
野
家
の
窮
状
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、
文
脈
上
、
こ
の
「
武
州

の
知
行
所
」
は
、
岡
野
家
が
知
行
す
る
武
蔵
国
上
須
戸
村
・
弥
藤
吾
村
（
現
・
埼
玉
県
熊
谷
市
）
で
は
な

く
、
勝
家
の
知
行
所
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。 

じ
た
て 

び
ん
ご
の
か
み 

す
け
も
と 

か
ご 

そ 

せ
っ
つ
の
く
に 

ご
が
づ
か
む
ら 

か
み
す
ど 

や
と
う
ご 
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事
の
つ
い
で
に
、
勝
家
の
知
行
所
に
関
す
る
資
料
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。 

 〔
資
料
７
〕
文
政
１
１
年
６
月 

勝
小
吉
郡
村
帳
控 

① 
 

 

壱 

武
蔵
国
豊
嶋
郡
之
内 

五
ヶ
村 

 
 

一
、
高
五
百
九
拾
三
石
壱
斗
八
升
八
合
九
夕
六
才 

野
方
領 

御
代
官
平
岩
右
膳
支
配
所 

 
 

 
 

大
久
保

ヲ

ヽ

ク

ホ

村 

吉
祥
寺
領 
 

入
會 

 

一
、
高
九
拾
石
五
斗
六
升
七
合
弐
夕 

 

右
同
断 

御
代
官
平
岩
右
膳
支
配
所 

入
會 

 
 
 

東
ヒ
カ
シ

大
久
保

ヲ

ヽ

ク

ホ

村 

 

入
會
無
之 

 
 

 

右
同
断 

 
 

 
 

 
 

 

東
大
久
保
村
之
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
久
保

ヲ

ヽ

ク

ホ

町 
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② 
 

 

 

  

  

一
、
高
七
拾
弐
石
八
斗
壱
升
五
合
五
夕
弐
夕(

ﾏﾏ
、
才)

野
方
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

諏
訪

ス

ハ

町 

  

一
、
高
五
拾
弐
石
四
斗
六
夕
六
才 

 

右
同
断 

 

入
會
無
之 

 
 

 
 
 

高
田

タ

カ

タ

村 

  

一
、
高
四
拾
六
石
五
斗
九
升
四
合
六
夕
八
才 

右
同
断 

 

御
代
官
中
村
八
太
夫
御
預
り
所 

 
 
 

戸
塚

ト

ツ

カ

村 
 

同
平
岩
右
膳
支
配
所 

 

増
上
寺
領 

 

入
會 

 

自
證
院
領 
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③ 
 

 

 

武
蔵
国
郡
村
帳 

 
 
 
 
 
 
 

―
―

  

 
 
 
 
 
 
 
 

勝
小
吉 

  
 

 

武
蔵
国
多
摩
郡
之
内 

壱
ヶ
村 

  

一
、
高
弐
百
弐
拾
七
石
弐
斗
八
升
三
合
七
夕
壱
才 

野
方

ノ

カ

タ

領 

 

御
代
官
中
村
八
太
夫
支
配
所 

 
 

 
 

 
 

本
郷

ホ
ン
カ
ウ

村 

成
願
寺
領 

入
會 

 
 

 
 

 
 

右
同
断 

 
 

 
 

 
 

 

本
郷
村
之
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

淀
橋

ヨ
ト
ハ
シ

町 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
― 

一
、
合
高
千
八
拾
弐
石
八
斗
五
升
七
夕
三
才 

 

右
者
相
給
四
拾
四
人
惣
高 
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④ 
 

 

 

 

右
は
、
小
吉
が
２
７
歳
の
時
、
初
め
て
取
扱
（
近
世
、
地
域
に
お
け
る
所
領
の
調
停
担
当
者
）
に
提
出
し
た

書
類
の
控
で
あ
る
。
作
成
さ
れ
た
の
は
、
小
吉
が
岡
野
家
の
世
話
を
し
て
い
た
天
保
１
０
（
１
８
３
９
）
年

よ
り
も
１
０
年
近
く
前
に
遡
る
が
、
勝
家
の
知
行
所
が
武
蔵
国
豊
島
・
多
摩
両
郡
の
野
方
領
（
武
蔵
野
の
う

ち
低
地
帯
に
対
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
台
地
部
分
が
領
域
と
し
て
把
握
さ
れ
た
も
の
）
の
う
ち
、
現
在
の
新

宿
区
（
豊
島
郡
の
５
ヶ
村
）
と
中
野
区
（
多
摩
郡
本
郷
村
）
に
当
た
る
地
域
に
点
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
一
つ
の
村
が
複
数
の
領
主
に
よ
っ
て
分
割
支
配
さ
れ
（「
相
給
」
と
い
う
）、
そ
の
合
間
に
旗
本
勝
家
が

幕
府
か
ら
給
与
さ
れ
た
知
行
所
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
の
住
民
た
ち
は
、
岡
野
家
知
行
所
の
人
々

が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
地
主
で
あ
る
勝
家
の
家
計
を
支
え
る
義
務
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

右
之
書
面
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、 

 

文
政
十
一
子

年
六
月
改 

 
 

勝
小
吉
（
花
押
） 

  

是
年
定
取
扱
へ
差
出
候
事
、
是
迄
者
不
出
、 

あ
い
き
ゅ
う 

と
り
あ
つ
か
い 

の
が
た 
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小
吉
は
彼
ら
に
岡
野
家
の
１
２
月
分
を
賄
う
よ
う
頼
ん
だ
が
、
「
な
ん
と
い
っ
て
も
請
ぬ
」
の
で
根
気
強

く
説
得
を
続
け
、
よ
う
や
く
納
得
し
て
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
勝
家
は
元
来
薄
禄
な
上
、
小
吉
が

無
役
に
似
合
わ
ず
自
他
の
た
め
に
金
を
使
っ
た
た
め
、
極
貧
で
あ
っ
た
。
知
行
所
の
人
々
は
そ
の
暮
ら
し
を

支
え
る
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
ん
な
中
で
〝
他
所
の
家
計
ま
で
賄
え
〟
と
い
う
は
無
理

な
頼
み
で
あ
り
、
難
渋
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
吉
の
活
動
は
、
そ
ん
な
彼
ら
の
我
慢
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

知
行
所
の
助
け
を
取
り
付
け
た
小
吉
は
、
さ
ら
に
次
左
衛
門
と
い
う
庄
屋
に
道
中
入
用
金
を
工
面
さ

せ
、
天
保
１
０
年
１
１
月
９
日
に
江
戸
を
出
立
、
中
山
道
を
経
由
し
て
上
方
に
向
か
っ
た
。
こ
の
時
、
「
勝

夢
酔
」
で
は
な
く
、「
岡
野
孫
一
郎
（
＝
融
貞
）
家
来
左
衛
門
太
郎
」
と
称
し
た
と
い
う
。 

小
吉
は
、
途
中
体
調
を
崩
し
な
が
ら
何
と
か
上
方
に
到
着
。
代
官
の
山
田
新
右
衛
門
に
事
情
を
話
し
て

御
願
塚
村
の
百
姓
達
を
呼
び
出
す
が
、
彼
ら
は
「
幕
府
へ
の
御
用
金
だ
け
で
精
一
杯
だ
」
と
言
っ
て
抵
抗

し
、
な
か
な
か
協
力
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
竹
槍
を
持
ち
出
し
て
小
吉
を
脅
そ
う
と

す
る
者
す
ら
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
小
吉
は
大
坂
町
奉
行
所
の
人
脈
を
利
用
し
、
大
坂
町
奉
行
・

堀
伊
賀
守
（
利
堅
）
が
後
ろ
盾
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
村
方
を
黙
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
後
日
に

は
、
威
儀
を
正
し
て
〝
お
前
た
ち
は
地
主
・
岡
野
の
恩
に
報
い
ず
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
〟

と
百
姓
達
を
叱
責
し
、
〝
岡
野
の
頼
み
で
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
ま
で
来
て
、
手
ぶ
ら
で
江
戸
に
は
帰
れ
な
い
か

ら
、
今
晩
こ
こ
で
自
害
し
て
岡
野
へ
の
義
理
立
て
を
す
る
〟
と
啖
呵
を
切
っ
た
。
こ
の
小
吉
の
大
芝
居
を

前
に
し
た
御
願
塚
村
の
百
姓
達
は
、
よ
う
や
く
大
金
の
工
面
を
約
束
し
、
小
吉
は
何
と
か
大
川
へ
の
返
済

金
を
回
収
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
っ
た
。 

こ
こ
で
は
大
幅
に
省
略
し
た
が
、
こ
の
上
方
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
是
非
『
夢
酔
独
言
』
で

直
接
味
わ
っ
て
み
て
欲
し
い
。
小
吉
と
御
願
塚
村
の
百
姓
達
と
の
か
け
ひ
き
や
、
そ
の
合
間
の
上
方
見
物

の
記
述
は
非
常
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
、
小
吉
の
豪
胆
さ
が
よ
く
表
れ
て
お
り
面
白
い
。 

 

お
わ
り
に 

今
回
は
、
就
職
活
動
の
挫
折
や
実
家
の
兄
と
の
反
目
を
経
て
隠
居
と
な
り
、
市
井
の
人
々
と
の
関
わ
り

を
深
め
た
天
保
期
の
小
吉
の
様
子
に
つ
い
て
、
新
出
資
料
と
『
夢
酔
独
言
』
か
ら
掘
り
下
げ
て
み
た
。
幕

じ
ざ
え
も
ん 

な
か
せ
ん
ど
う 

し
ん
え
も
ん 

い
が
の
か
み 

 

と
し
か
た 

た
ん
か 
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府
に
属
す
旗
本
で
あ
り
な
が
ら
町
人
層
と
も
分
け
隔
て
な
く
接
し
た
小
吉
は
、
下
町
に
お
け
る
諸
問
題
を

通
じ
て
民
情
に
通
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
姿
は
、
１
６
歳
で
家
督
を
継
い
だ
息
子
・
麟
太
郎
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た
か
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
麟
太
郎
改
め
海
舟
は
、
幕
末
か
ら
明
治
を
通
じ
て
公
職
に
あ
り

な
が
ら
、
民
間
と
極
め
て
近
い
距
離
に
あ
り
続
け
た
。 

海
舟
が
父
に
つ
い
て
言
及
し
た
事
例
は
限
ら
れ
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
当

時
の
資
料
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
得
る
資
料
の

存
在
が
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
紹
介
す
る
と
し
よ
う
。 

 

（
擱
筆
） 

  

１ 

こ
れ
に
関
連
し
て
、『
夢
酔
独
言
』
に
は
次
の
よ
う
な
話
が
見
え
る
。 

 

２ 

佐
藤
智
敬
「「
日
先
」
神
社
と
摩
利
支
天
の
伝
承
」（『
常
民
文
化
』
２
５
、
成
城
大
学
文
学
研
究
科
、
２
０
０
２

年
）。『
夢
酔
独
言
』
に
は
、
吉
田
は
両
部
神
道 

３ 

勝
部
真
長
編
『
夢
酔
独
言
他
（
東
洋
文
庫
１
３
８
）』（
平
凡
社
、
１
９
６
９
年
初
版
第
１
刷
、
１
９
８
１
年
初
版
第

１
４
刷
）
で
は
、「
松
坂
三
郎
右
衛
門
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
か
ら
「
三
郎
左
衛
門
」
が
正
し
い
。 

４ 

註
３
前
掲
書
１
９
７
頁
。 

５ 

「
本
所
深
川
絵
図
」（
景
山
致
恭
・
戸
松
昌
訓
・
井
山
能
知
編
「
江
戸
切
絵
図 

深
川
絵
図
」、
尾
張
屋
清
七
版
、 

嘉
永
２(

１
８
４
９)

～
文
久
２(

１
８
６
２)

年
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
） 

６ 

『
夢
酔
独
言
』
で
小
吉
は
、「（
襲
わ
れ
た
松
坂
家
が
）
其
時
早
速
に
使
を
よ
こ
し
た
故
、
飛
ん
で
い
っ
た
」
と
記
し
て

い
る
が
、
事
件
発
生
地
が
本
所
か
ら
直
線
距
離
で
約
６
キ
ロ
も
離
れ
て
い
る
小
石
川
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
暗
夜
の
中
を

現
地
に
急
行
す
る
こ
と
は
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
夢
酔
独
言
』
の
中
で
小
吉
は
、
三
郎
左
衛
門
を

「
林
町
の
兄
」
な
ど
と
記
載
す
る
一
方
、「
小
石
川
の
兄
」
な
ど
と
は
一
切
記
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
三
郎
左
衛

門
宅
の
所
在
地
を
小
石
川
林
町
と
す
る
の
は
、
や
は
り
無
理
が
あ
っ
た
。 

７ 

藤
川
整
斎
（
弥
次
郎
右
衛
門
、
貞
近
）
は
直
心
影
流
藤
川
派
の
剣
術
師
範
。
祖
父
は
同
派
の
祖
・
藤
川
近
義
。
近
義

の
門
弟
・
赤
石
郡
司
兵
衛
（
孚
祐
）
に
師
事
し
、
剣
術
を
修
め
た
（
軽
米
克
尊
「
直
心
影
流
の
成
立
過
程
と
分
派
」、

同
『
直
心
影
流
の
研
究
』、
国
書
刊
行
会
、
２
０
２
０
年
）。
な
お
小
吉
は
、
近
義
の
年
忌
と
し
て
行
わ
れ
た
「
源
平

戦
」（
出
席
者
５
８
０
名
）
で
「
行
事
」
を
務
め
、
文
政
８
年
に
死
去
し
た
赤
石
の
「
年
忌
」
が
そ
の
弟
子
で
小
吉
の

師
で
も
あ
っ
た
団
野
源
之
進
の
道
場
で
行
わ
れ
た
際
に
は
「
行
司
取
締
」
を
務
め
た
と
い
う
（『
夢
酔
独
言
』
）。 

８ 

『
天
保
雑
記
』（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
よ
り
、
請
求
番
号
１
５
０
―
０
１
５
０
） 

９ 

参
考
資
料
と
し
て
『
天
保
雑
記
』（
註
８
前
掲
資
料
）
か
ら
関
係
部
分
を
抄
出
し
、
書
き
起
こ
し
て
左
に
掲
載
す
る
。 

                                        

          

 

 〔
参
考
〕『
夢
酔
独
言
』（
抄
出
） 

〈
前
略
〉
お
れ
が
内
が
お
さ
ま
ら
ぬ
か
ら
こ
ま
っ
て
い
た
ら
、
或
老
人
が
お
し
へ
て
呉
た
が
、「
世
の

中
は
恩
を
怨
で
返
す
が
世
間
人
の
な
ら
い
だ
が
、
お
ま
へ
は
是
か
ら
怨
を
恩
で
返
し
て
見
ろ
」
と 

い
っ
た
か
ら
、
其
通
り
に
し
た
ら
、
お
ひ
ゝ
ゝ
内
も
治
っ
て
、
や
ま
し
い
ば
ゝ
あ
殿
も
だ
ん
ゝ
ゝ 

お
れ
を
能
し
て
く
れ
る
し
、
世
間
の
人
も
用
ひ
て
く
れ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
人
の
出
来
ぬ
六
ヶ
敷
ひ 

相
談
事
、
か
け
合
、
其
外
何
事
に
か
ぎ
ら
ず
、
手
前
の
事
の
よ
ふ
に
思
っ
て
し
た
が
、〈
後
略
〉 
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１
０ 

大
口
勇
次
郎
『（
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
人
０
６
６
）
勝
小
吉
と
勝
海
舟 

「
父
子
鷹
」
の
明
治
維
新
』（
山
川
出
版

社
、
２
０
１
３
年
）
１
２
頁
。 

１
１ 

相
模
国
淵
野
辺
村
（
現
・
相
模
原
市
）
２
７
２
石
、
武
蔵
国
上
須
戸
村
（
現
・
熊
谷
市
）
３
５
０
石
、
同
弥
藤
吾
村

（
〃
）
１
５
０
石
。
註
１
０
前
掲
書
１
２
頁
よ
り
。
岡
野
家
の
金
を
工
面
し
た
「
武
州
相
州
の
百
姓
」（『
夢
酔
独

言
』）
は
、
こ
れ
ら
の
地
所
に
住
ん
で
い
た
農
民
を
指
す
。 

１
２ 

註
１
０
前
掲
書
１
４
頁
。 

 

一
、
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

御
代
官 

 

一
、
返
尋
之
上
相
返
ス 

 
 

 

松
坂
三
郎
左
衛
門
妻 

 
 

 
 

 
 

 

ち
を 

酉
五
十
六
才 

 
 

 
 

 
 

右 三
郎
左
衛
門
惣
領 

松
阪
忠
蔵
死

妻 

 
病
気
ニ
付
不
罷
出 

 
 

 
 

か
ら 

  
 

 
 

 
 

右 

 
 

 
 

 
 

 

忠
蔵
死

惣
領 

 

尋
之
上
相
返
ス 

 
 

 
 

松
坂
肫
太
郎 

  
 

 
 

 
 

右 

 
 

 
 

 
 

 

三
郎
左
衛
門
元
家
来 

 

尋
之
上
窂
内
江
差
返
ス 

 
 

 

田
村
嘉
蔵 

  
 

 
 

 
 

右 

 
 

 
 

 
 

 

同
人
用
人 

 
 

 
 

 
 

 

磯
崎
直
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 

同
家
来 

 
 

 
 

 
 

 

石
川
染
五
郎 

 
 

 
 

 
 

本
所
柳
原
六
丁
目 

 
 

 
 

 
 

 
長
兵
衛
店 

 
 

 
 

 
 

 

長
右
衛
門
女
房 

 
 

 
 

 
 

 
そ
の 

酉
三
十
九
才 

 
 

 
 

 
 

右 

 
 

 
 

 
 

 

長
右
衛
門 

四
十
一
才 

 

一
、
返
り
尋
之
上
差
返
ス 

 
 

同
人
召
仕 

 
 

 
 

 
 

 

八
五
郎 

十
五
才 

 
 

 
 

 
 

 

倉
松 

十
六
才 

 
 

 
 

 
 

深
川
森
下
町 

 
 

 
 

 
 

 

清
吉
店 

 
 

 
 

 
 

 

質
屋 

 
 

 
 

 
 

 

八
郎
兵
衛 

四
十
八
才 

 
 

 
 

 
 

本
所
林
町
五
丁
目 

 
 

 
 

 
 

 

久
兵
衛
店 

 
 

 
 

 
 

 

質
屋 

次
郎
吉
後
見 

 
 

 
 

 
 

 

利
八 

四
十
七
才 

 
 

 
 

 
 

同
所
花
町 

 
 

 
 

 
 

 

栄
太
郎
店 

 
 

 
 

 
 

 

鳶
人
足 

 
 

 
 

 
 

 

梶
之
助
女
房 

 
 

 
 

 
 

 

て
つ 

弐
十
三
才 

右
、
於
評
定
所
神
尾
豊
後
守
殿
、
大
草
能
登
守
殿
、
池
田
修
理
殿 

御
立
合
、
豊
後
守
殿
被
申
渡
し
、 


